
下川町地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

［地域公共交通の満足度］
７系統、目標値 班渓線以外 99.2.0％ 班渓線 97.7％
［利用人数］
・班渓 目標値 １,４８５人/年 ・渓和 目標値 ３５０人/年
・北町 目標値 ３６５人/年 ・まちなか 目標値 ５,８５０人/年
・上名寄 目標値 ６６０人/年
・一の橋 二の橋 三の橋 目標値 ６１０人/年
・班渓線 目標値 ６，２５０人/年

協議会開催状況

生活交通確保維持改善事業計画の目標

平成２９年８月２１日 第１回地域公共交通会議を開催

・生活サポート地域公共交通再編後の利用状況及びア
ンケート調査結果等の報告
・コミュニティバス運行について
・生活交通確保維持改善事業計画の承認

平成２９年度事業概要
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概要

下川町は人口の減少や車社会の到来により、路線バス利用者が減少し運営が厳
しい状況にある。一方、高齢化率が４割弱と高く、交通弱者や交通空白地帯が増加
しており、移動手段の確保の必要性がある。
当町は国道239号が東西に長く走り、この幹線沿いに集落が多く張り付いていること
から、集落間の距離を縮める住民の足として町営バスの再編と乗合タクシーの導入
を行っており、地域間幹線系統下川線・興部線に接続するフィーダー系統として、生
活交通手段の確保を図っている。
利用者の増加と町民ニーズに対応した輸送形態を維持するため、利用区域から
の要望に近い公共交通を目指しアンケート調査等を実施し、また、多様な乗車方法
を検討して運行することにより、生活の利便性向上の一端を担うことが可能となる。

・班渓 ・渓和 ・北町 ・まちなか（南町・西町・緑町・旭町・錦町・幸町・共栄町）・上名寄・一の橋、二の橋、三の橋・班渓線

地域公共交通の現況

・名士バス
(J R名寄本線廃止に伴う代替バスと既存バス)

・コミュニティバス

(班渓線) まちなか（南町、西町、錦町、幸町、共栄町）
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２）運行系統

平成２９年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

予約型乗合タクシーの導入については、地域住民になじみのない

システムのため、住民説明会を実施し、平成２６年１０月には一部

運行区間を追加し全区間運行を実施した。

２９年度は、地域懇談会やサロンなどでの利用啓発、アンケート調

査を実施し、利用形態を調査し次年度に向け検討している。また、

乗車率の向上を図るため、乗車効率に努めた。

３）利用実績
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下川町予約型乗合タクシー利用実績(Ｈ２９運行年度）

運行系統名

月 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入
2810 114 29,200 35 10,400 57 11,400 696 139,300
11 157 40,600 32 9,800 39 7,800 996 199,500
12 106 28,500 38 10,200 58 11,600 1,073 213,700
291 110 27,000 25 6,650 26 5,200 912 182,000
2 132 33,000 27 7,750 24 4,800 863 171,600
3 159 40,400 25 6,550 30 6,000 903 179,200
4 124 31,700 25 6,850 4 800 674 134,700
5 123 31,900 27 7,600 10 2,000 615 123,000
6 127 32,700 21 5,950 6 1,200 615 122,800
7 120 30,000 38 9,200 14 3,000 719 144,500
8 111 27,700 24 6,750 13 2,600 654 131,600
9 145 37,500 27 7,200 5 1,000 648 129,700
計 1,528 390,200 344 94,900 286 57,400 9,368 1,871,600

運行系統名

月 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入

2810 78 30,400 62 26,500 405 46,500 1,447 293,700

11 77 30,000 55 23,000 454 66,200 1,810 376,900

12 68 25,500 86 39,200 465 56,700 1,894 385,400

291 30 10,800 79 35,200 443 52,000 1,625 318,850

2 44 15,300 56 24,300 439 60,500 1,585 317,250

3 56 19,100 94 42,400 491 53,500 1,758 347,150

4 80 29,700 60 29,200 447 54,500 1,414 287,450

5 125 47,200 70 33,400 462 45,700 1,432 290,800

6 114 44,000 74 34,700 327 30,500 1,284 271,850

7 102 38,700 84 40,100 306 37,500 1,383 303,000

8 103 39,600 54 24,600 376 45,200 1,335 278,050

9 125 47,700 71 31,700 324 41,000 1,345 295,800

計 1,002 378,000 845 384,300 4,939 589,800 18,312 3,766,200

班渓 渓和 北町 まちなか

上名寄
一の橋・二の橋・三の

橋
班渓線

（コミュニティ）
合       計

7系統

下川町予約型乗合タクシー利用実績(Ｈ２８運行年度）

運行系統名

月 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入
2710 140 35,700 24 7,200 18 3,600 578 115,700
11 140 35,500 24 7,050 22 4,400 600 121,200
12 164 42,100 37 10,400 50 10,000 835 169,200
281 151 39,100 22 5,750 29 5,800 677 136,300
2 145 35,700 21 6,200 29 5,800 895 179,700
3 167 42,400 40 11,500 43 8,600 868 173,200
4 147 36,600 21 6,050 28 9,700 635 127,500
5 130 34,000 25 7,200 15 3,000 561 113,900
6 129 32,800 23 6,200 16 3,200 699 140,600
7 163 41,900 26 7,000 23 4,600 659 132,600
8 134 33,200 23 6,500 11 2,200 560 111,600
9 111 29,700 23 6,100 28 5,600 606 121,000
計 1,721 438,700 309 87,150 312 66,500 8,173 1,642,500

運行系統名

月 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入 利用人数 運賃収入

2710 50 19,800 82 26,900 467 55,400 1,359 264,300

11 37 14,000 63 22,700 418 35,500 1,304 240,350

12 63 24,400 115 47,500 517 61,100 1,781 364,700

281 37 14,200 85 37,700 481 68,600 1,482 307,450

2 65 24,900 72 27,600 543 60,200 1,770 340,100

3 77 28,600 80 30,000 585 63,100 1,860 357,400

4 71 28,000 90 35,700 472 45,100 1,464 288,650

5 66 24,800 71 31,300 461 65,500 1,329 279,700

6 56 21,800 68 26,700 397 47,900 1,388 279,200

7 62 24,400 83 36,000 401 42,400 1,417 288,900

8 84 33,600 70 31,100 315 40,500 1,197 258,700

9 87 33,000 60 27,100 394 42,200 1,309 264,700

計 755 291,500 939 380,300 5,451 627,500 17,660 3,534,150

班渓 渓和 北町 まちなか

上名寄 一の橋・二の橋・三の橋 班渓線（コミュニティ） 合       計　7系統　
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７）事業の今後の改善点

交通空白地帯の解消が達成できたことから、さらに事業等
を活用しサービスの向上に望むと共に、聞き取り等の内容
を検討し、課題の解決へ取り組むが、当分の間、継続的に
推移を見守って行くことを基本に行う。

利用人数を目標に掲げているが、高齢者の自然減や病
院・施設への入所による影響が非常に大きい。
まちなかエリア以外はほとんどの利用者が固定化してき
ているのが現状であるが、利用者層を確認しながら、利用
方法や乗車率の向上を検討していく。

（平成30年度分と併せて評価）

８）地方運輸局における二次評価結果

［地域公共交通の満足度］
①～⑥系統は99.2％、⑦系統は97.7％の目標値のところ、①～⑥

系統98.6％、⑦系統97.2％の実績だった。

［利用人数］

①班渓 目標値1,485人/年に対し実績1,528人/年 （102.9％）

②渓和 目標値350人/年に対し実績344人/年 （98.3％）

③北町 目標値365人/年に対し実績286人/年 （78.4％）

④まちなか 目標値5,850人/年に対し実績9,368人/年（160.1％）

⑤上名寄 目標値660人/年に対し実績1,002人/年（151.8％）

⑥一の橋、二の橋、三の橋 目標値610人/年に対し実績845人/年

(138.5％）

⑦班渓線 目標値6,250人/年に対して、実績4,939人/年 （79.0％）

［効果］

交通弱者や交通空白帯を解消すると共に、高齢者の移動負担を軽

減し、日常生活に必要不可欠な生活の足を確保することができ、一定

程度の成果が達成できたと考える。また、自動車免許返納や引きこも

りの防止にも効果が出ている。全区域利用が可能となり、予約時間を

変更し利用者の利便性の向上を図った。

計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があっ
た。


